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研究内容　
　植物は、抗原抗体反応に代表されるような獲得免疫を持たず、一定数の免疫セ
ンサーに基づく自然免疫によって、無限に進化し得る多様な微生物の相手をしてい
ます。微生物に特有の成分（MAMPs）や自らの生理異常を表すダメージシグナル

（DAMPs）を免疫受容体が感知することで、病原菌の侵入を察知し、的確に防御
応答を誘導することで身を守っています。一方、ヒトの腸内細菌等と同様に、植物
は体内に無数の微生物を宿しており、環境適応に役立てています。中には病原菌
も含まれていますが、環境条件が植物にとって悪化しない限り、通常、病害は発生
しません。
　私たちは、植物が病原菌と非病原菌を識別する仕組みについて解明を進めてい
ます。また、植物が積極的に微生物共生を推進するのは貧栄養などの環境ストレ
スにさらされた場合です。したがって、植物が微生物情報（微生物の成分、存在量
やふるまい方）と環境情報を統合して免疫応答を調節する仕組みの解明が重要と
なってきます。特に、①免疫受容体のシグナル伝達制御や遺伝子の発現制御に着
目しながら、植物が免疫システムを調節するメカニズムについて解明を進めていま
す。さらに、植物の組織内に病気を起こさずに感染している膨大な微生物の群集「マ
イクロバイオーム」の中から、②植物の成長や環境適応を助ける有用共生菌の同
定を進めて、個々の共生菌の役割や感染戦略について、病原菌と比較しながら明
らかにしていきます。同時に、③微生物との相互作用を通じて植物が環境適応を
進める仕組みの解明も進めています。これらの取り組みを通して、植物と微生物が
織り成すダイナミックな相互作用に関する理解を深めていくとともに、研究成果を
持続的な環境保全型農業を推進する新しい技術の創製につなげていきます。
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学や植物生理学、微生物学等の基礎知識が重要ですが、それらは入ってから学ぶことも可能です。研究の発展には多角的
なアプローチが有効で、異分野からの参入や、植物・微生物やデータ解析が好きな方、あるいはフィールド調査や食べることが好きな
方を歓迎します。
　研究室の指導方針
　卒業後も活躍してもらえるように基礎を重視し、本質を見定める力を磨いていきます。個人の進路目標やレベルに合った指導を行い、
複数の方向性を試す中で適性や進捗を見極めながら研究ゴールを定めていきます。また、仲間との共同作業も建設的に進められるよう、
一緒にラボ生活を楽しむ中で教員や同僚に対して臆することなく議論できる環境作りを進めています。もともとの専門や経験はどうあ
れ、何かしら達成感や自信を得てから、旅立って頂きたいです。
　この研究で身につく能力
　植物（シロイヌナズナ・イネ等）の微生物感染・共生に関する実験・解析技術、並びに植物に共生する微生物群集のプロファイリン
グ解析技術や微生物の単離・培養に関する技術です。植物生理学・植物病理学・微生物学の分野に関連する分子生物学やバイオインフォ
マティクス等のスキルを習得する機会が得られます。留学生も交えたラボミーティング、海外のラボとの共同研究を通して、英語での発表・
議論スキルも磨くことが可能です。研究は壁を突き破ると思いもかけない展望が開けることが多いです。特に博士後期課程では、自分
が中心となって進めて突破する快感を経験してもらいたいです。

修了生の活躍の場
　研究職（大学博士後期課程・博士研究員、農研機構）
　食品・化学・醸造・グリーンバイオ・園芸関連・半導体
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動物と同様に、植物は優れた免疫システムを持つにもかかわらず、体内に無数の微生物を宿しており、中
には病原菌もいます。そのような生活はどのように成り立っているのでしょうか？植物が環境情報にもと
づいて免疫機能を調節し、共生菌の受容と病原菌の防除を両立させる仕組みなど、生物が生物同士の相
互作用を通して環境に適応していく仕組みを植物から学びませんか。
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